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2005年福岡県西方沖地震の地震動記録の可視化
Visualization of strong motion in the 2005 Fukuoka earthquake
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地震という現象は地中深くの場所で発生し、地球内部や震源の様子を直接観察することはできない。地震に限った話で
はないが、このように直接手の届かないものに対してコンピュータシミュレーションを利用して研究を進めるというのは
自然な発想であるように思われる。本研究ではシミュレーションの一環として実地震動記録の可視化を行い、その結果か
ら地震波の伝播の様子を考察する。今回 2005年 3月 20日に発生した福岡県西方沖地震（Mjma7.0）の記録を題材とし
て扱った。使用するデータは福岡県の震度計観測点、九州大学の観測点、K-NETと KiK-netの観測点の合わせて 113か
所の強震記録である。なお、オリジナルの強震記録は九州大学の一部の観測点を除いて加速度が記録されているが、積
分して変位の記録に変換したデータを用いた。可視化にあたってはこの変位データを 10Hzにリサンプリングした。これ
らの 3成分データを方向別に可視化した。また、地形データの作成は国土地理院発行の 250mメッシュ標高データを利
用した。可視化にはフリーソフトの ParaViewを使用した。
可視化の結果からは P波、S波の伝播の様子が見て取れた。断層の延長線上を挟んで P波の極性が逆になっている様

子や、断層延長線付近を killer pulseが伝播していく様子も見て取れた。S波の到達後からしばらくすると Rayleigh波が
伝播している様子も見て取れた。また、地形の影響で震動がほかの場所より大きくなっているものや、時間が経過して
も震動が減衰しにくい場所がわかった。筑紫平野では軟弱地盤が存在し、波動エネルギーが盆地内にトラップされてな
かなか地震動が減衰せずに長い時間震動を続けており、破壊開始から 1分以上経過した後他の地域はほとんど震動がな
くなっていたのに対し、筑紫平野は大きな振動を続けていた。
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